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ぷ
局の

地
場
産
品
の
販
売
・
情
報
収
集
・
商
品
開
発
な
趨
多
機
能
催

　
地
場
産
業
の
振
興
の
た
め
に
大
き

な
役
割
を
担
う
十
日
町
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
「
ク
ロ
ス
ー
0
（
テ

ン
）
十
日
町
」
が
完
成
し
、
四
月
二

十
七
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
五
月

一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ク
ロ
ス
ー
〇
十
日
町
の
構
想
は
、
絹

織
物
を
は
じ
節
、
木
材
．
木
工
芸
品
．

そ
ば
・
酒
造
・
山
菜
加
工
・
民
芸
品
な

ど
か
け
が
え
の
な
い
地
場
産
業
を
振

興
さ
せ
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の

　
　
」

た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
五
十
四

　　　　　　　『　　　　裟翻

’
緯
蕊
、
瓢

漁獣

年
に
作
成
さ
れ
た
「
産
地
振
興
計
画
」

に
プ
ラ
ン
が
も
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
五
十
六
年
、
中
小
企
業
庁

が
地
域
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
る
地

場
産
業
振
興
の
拠
点
と
し
て
「
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
を
全

国
八
ヵ
所
指
定
し
た
う
ち
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
官
民
一
体
と
な
り
五
十
六

年
十
月
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
、
こ

の
ほ
ど
全
国
で
も
最
大
規
模
の
施
設

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
で
す
。

　
建
物
構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
、
地
下
一
階
、
地
上
四
階
で
延
床

面
積
は
六
千
六
百
八
十
七
・
八
七
平

方
㌶
、
敷
地
面
積
は
一
万
百
九
十
二
・

七
三
平
方
材
（
駐
車
場
…
観
光
バ
ス

十
台
、
普
通
乗
用
車
百
五
十
台
収
容
）

総
工
費
は
十
五
億
円
。

　
竣
工
式
で
諸
里
市
長
は
「
当
地
域

は
古
墳
時
代
か
ら
す
で
に
織
物
が
つ

く
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
お
り
、
越
後
ち
ぢ
み
の
昔
か
ら

今
日
ま
で
、
風
土
が
生
み
、
風
土
が

育
て
て
き
た
織
物
が
地
域
の
経
済
を

支
え
て
き
た
。
ク
ロ
ス
m
は
、
多
様

な
機
能
を
総
合
的
に
生
か
し
、
絹
織

物
を
は
じ
め
、
地
域
内
の
地
場
産
業

の
振
興
と
観
光
の
拠
点
と
し
て
、
二

．
十
一
世
紀
に
生
き
残
る
た
め
の
活
力

あ
る
都
市
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
も

の
で
あ
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
五
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
は
、
世

界
の
緋
展
（
十
五
日
ま
で
）
、
利
き

酒
大
会
、
フ
ェ
ザ
ー
プ
レ
ー
ン
、
N

H
K
ラ
ジ
オ
「
真
打
競
演
」
録
音
、

B
S
N
テ
レ
ビ
「
民
謡
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
」
公
開
録
音
な
ど
多
彩
な
オ
L
プ

ン
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
延
べ
三

万
人
の
人
出
と
な
り
ま
し
た
。

〃
施
設
紹
介
〃

　
一
階
の
物
産
ホ
ー
ル
に
は
、
和
装

き
も
の
の
立
体
的
な
陳
列
、
緋
の
手

織
り
や
友
禅
加
工
の
実
演
が
常
設
さ

れ
て
あ
る
ほ
か
、
こ
の
地
域
の
地
場

産
品
が
す
べ
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ビ
デ
オ
や
パ
ネ
ル
に
よ
る
十
日
町
の

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド

ホ
ー
ル
は
空
間
的
な
ス
ペ
ー
ス
で
、

各
種
催
事
が
開
か
れ
、
そ
ば
、
山
菜

料
理
、
軽
喫
茶
な
ど
の
食
事
処
も
あ

り
ま
す
。

　
二
階
の
大
ホ
ー
ル
は
椅
子
席
で
千

人
収
容
で
き
、
き
も
の
シ
ョ
ウ
、
各

種
会
議
、
講
演
会
な
ど
に
利
用
さ
れ

ま
す
。
畳
敷
き
百
六
十
二
帖
の
展
示

ホ
ー
ル
は
、
和
装
き
も
の
の
展
示
発

表
会
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
三
階
は
大
・
小
の
会
議
・
集
会
の

た
め
の
部
屋
が
そ
ろ
っ
で
い
ま
す
。

　
四
階
は
、
和
装
き
も
の
な
ど
の
地

場
産
業
の
新
し
い
商
品
・
デ
ザ
イ
ン
・

技
術
な
ど
の
開
発
研
究
を
行
う
商
品

開
発
研
究
室
。
デ
ザ
イ
ン
研
修
や
染

織
技
術
者
研
修
な
ど
人
材
養
成
の
た

め
の
技
術
者
研
修
室
。
手
織
工
芸
教

室
、
趣
味
の
工
芸
教
室
が
常
設
さ
れ

る
工
芸
研
修
室
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
情
報
処
理
な
ど
を
行
う
電
子
計

算
室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ク
ロ
ス
ー
0
の
施
設

は
、
物
産
ホ
ー
ル
、
食
事
処
を
中
心

と
す
る
観
光
客
の
招
致
、
新
し
い
市

場
の
開
拓
。
大
ホ
ー
ル
、
展
示
ホ
ー

ル
に
よ
る
、
き
も
の
を
核
と
し
た
全

国
レ
ベ
ル
の
会
合
、
展
示
会
な
ど
の

開
催
。
会
議
室
、
集
会
室
を
中
心
と

し
た
地
域
の
人
た
ち
の
憩
い
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
育
成
の
場
。
四
階
の
施
設

に
よ
る
情
報
収
集
、
新
商
品
の
開
発

や
人
材
育
成
、
工
芸
基
盤
の
育
成
な

ど
、
総
合
的
で
多
面
的
な
機
能
を
有

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
ク
ロ
ス
ー
0
を
中
心
に

し
て
、
ソ
フ
ト
面
で
の
振
興
事
業
を

組
み
立
て
な
が
ら
、
　
”
絹
の
都
”
十

日
町
を
め
ざ
し
た
施
策
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
き
も
の
．
漁
鷺
鐡
設
立

　
き
も
の
を
見
る
機
会
や
着
る
機
会

を
創
設
し
、
情
報
の
提
供
や
宣
伝
に

よ
り
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
す
こ
と

を
目
的
に
、
き
も
の
の
貸
出
し
、
展

示
、
観
光
宣
伝
な
ど
を
行
う
「
十
日

町
市
き
も
の
バ
ン
ク
」
が
設
立
さ
れ

理
事
長
に
吉
沢
織
物
工
業
協
同
組
合

理
事
長
が
任
命
さ
れ
、
ク
ロ
ス
ー
0
内

に
事
務
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
貸
出
物
品
は
、
き
も
の
、
帯
、
履

物
、
小
物
一
式
で
、
官
公
庁
、
民
間

団
体
等
が
主
催
す
る
記
念
式
典
や
観

光
宣
伝
、
市
外
か
ら
の
観
光
客
が
希

望
す
る
場
合
な
ど
に
貸
出
さ
れ
、
貸

出
料
は
一
日
ま
た
は
一
回
二
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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産業振興と観光の拠点として

手づくりの民芸品も販売

　　コンピュータが選ぷあなたのきもの”

饗興4闘喚一
　オープンのEヨ＼クロス10を訪ずれた人に￥

ひとことずつクロス10の印象をお聞きしまし

た。

　　たいへんすばらしい施設ですね。おみ

やげ類は全部そろっていて￥楽しみながら買

・物￥食事もできる。3階の会議室を婦人会の

集会にぜひ利用させてもらいたいですね。

　　／階は申し分ないが￥2階以降の階￥

特に大ホール，展示ホールの有効利用の万法

を十分考えてゆかなければならないですね。

　　’雪国のビテオ上映は良いアイデアだ。

子供が遊んだり休めるような施設がほしい。

　　魚沼の民芸品類がみんなそろっている。

遠くの親類をつれてきて￥こんなものができ

るんだと話してやりたいですね。

　　産地にふさわしい施設です。市民向け

のPRをどんどんしてもらうことと，内部に

施設の案内板がほしいですね。

　　大きな施設なので，維持賛もたいへん

かかると思います。観光客をあつめる万法を

はじめ￥いかに運営してゆくかですねるまた，

地元の万が気軽に利用でき、低価で買物がで

きるようにしてもらいたいものです。

　　手織り、友禅加工の実演はみごとです。

2度3度と利用するために、興味のある催し

物を開いてもらいたいものです。

聲

灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　耕の手織り実演

■多彩な催し物がつぎつぎと■

　　　　　　大バザール
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

i難糖鑛謹鱒鑛難繊礒嚢　1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

i財～15世界の耕展、カラー雪の十日町i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る

：　　　　写真コンテスト入賞作品展　　　1
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1％・12　十日町織物総合求評会入賞作品i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：　　一般公開　　　　　　　：
さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i％　ディスコまつり　　　　　i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i％～22　十日町自由写壇写真展　i
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1％　全国呉服青年連盟総会　　　i
ぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

：％　十日町小唄優勝大会　　　　’

区豆鵬雛難＿i匿

世界の耕展

地酒まつり・利き酒大会

家庭用木製手織機新製品発表会
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80字の抱負

に聞く一
ま
睡
甲

就
駐
懸
灘
雛
麟
懸
…
雛
離
粋

　
梅
桜
桃
李
、
あ
と
さ
き
の
け
じ
め

も
な
し
に
咲
き
誇
り
…
…
堀
口
大
学

は
、
雪
国
の
春
を
こ
う
表
現
し
て
い

ま
す
。
雪
の
下
か
ら
生
命
が
芽
吹
く

春
は
一
年
中
で
い
ち
ば
ん
美
し
い
季

節
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
た
び
多
数
の
市
民
の

皆
様
の
御
理
解
を
得
て
、
再
び
市
政

を
担
当
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
な
私
で
す
の
で
、
今

後
ど
も
よ
り
一
層
の
御
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
御
承
知
の
如
く
、
今
、
わ
が
国
は

国
難
と
も
云
う
べ
き
事
態
に
遭
遇
致

し
て
お
り
ま
す
。
恐
ら
く
戦
後
の
歴

史
の
中
で
最
も
難
し
い
時
機
に
存
る

市
長
諸
里
正
典

と
い
っ
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

殊
に
長
期
に
わ
た
る
不
況
と
、
そ
れ

に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
財
政
的
破
綻

は
当
十
日
町
市
に
も
暗
く
重
い
影
を

落
し
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
や
市
民

の
皆
様
を
取
り
囲
む
環
境
は
”
難
難
”

の
一
語
に
尽
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
　
「
問
題
と
は
解
決
さ
れ

る
た
め
に
提
出
さ
れ
、
難
題
と
は
克

服
さ
れ
る
た
め
に
存
在
す
る
」
の
で

す
。
　
「
歎
難
汝
を
玉
に
し
す
」
と
い

う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
行
き
詰
っ
た

間
題
を
引
き
受
け
る
の
が
自
分
の
人

生
方
針
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
れ
ば
、

例
え
ど
ん
な
に
苦
し
い
か
ら
と
い
っ

て
逃
げ
出
す
と
い
う
手
は
絶
対
に
な

い
筈
で
す
。

　
私
は
、
行
政
を
担
当
す
る
に
当
た

っ
て
、
い
つ
も
幕
切
れ
の
言
葉
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
次
の
世

斎木　正義
（南鐙坂・57歳）

　
初
当
選
の
時
の
初
々
し
い
”
初
心
”

を
忘
れ
な
い
で
、
議
会
人
と
し
て
の

使
命
感
に
徹
し
「
十
日
町
市
総
合
計

画
」
を
推
進
し
、
二
十
｝
世
紀
を
目

前
と
し
た
十
日
町
市
の
躍
進
の
土
台

と
な
る
四
年
間
に
全
力
投
球
を
し
ま

す
。

佐藤　利雄
　（田中町・56歳）

　
六
期
当
選
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

初
心
に
か
え
り
、
市
政
の
発
展
に
市

民
生
活
の
安
定
、
住
民
の
声
を
行
政

に
反
映
、
福
祉
行
政
の
推
進
を
図
り

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

三輪　定義
（加賀糸屋町・4嘲

　
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
幅
広

い
層
の
市
民
と
親
密
に
語
り
合
え
る

機
会
を
多
く
持
ち
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

竹内　　真
備下町・8㈱

織
灘
欝
講
麟
華
轡
熱
鶴

・
代
に
何
か
を
遺
さ
ね
ば
な
ら
な
い
P

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
個
性
豊
か
で
逞
ま
し
い
「
産
業
田

園
文
化
都
市
」
の
創
造
が
当
市
の
目

指
す
べ
き
都
市
像
な
の
で
す
か
ら
、

総
て
の
政
策
は
如
何
に
多
面
的
だ
と

し
て
も
、
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
作

動
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
場
産
業
振
興
、
教
育
振
興
、
原

発
交
付
金
、
信
濃
川
利
水
、
克
雪
と

利
雪
、
大
沢
峠
ト
ン
ネ
ル
、
信
濃
川

架
橋
、
清
津
ダ
ム
、
当
間
高
原
開
発

な
ど
、
今
生
き
て
い
る
私
達
の
成
果

と
し
て
次
の
世
代
へ
遺
さ
ね
ば
な
ら

な
い
努
力
目
標
は
山
積
み
し
て
い
ま

す
。
　
い
つ
も
申
し
上
げ
て
い
る
よ
う
に

市
づ
く
り
は
市
と
市
民
と
の
共
同
作

業
で
す
。
共
同
作
業
の
源
泉
は
「
や

る
気
」
で
す
。
市
職
員
は
意
欲
と
能

力
に
富
む
「
働
く
職
員
集
団
」
と
し

て
、
自
ら
が
や
る
気
を
起
さ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
し
、
市
民
の
皆
様
に
も
、

　
「
自
分
達
の
街
は
自
分
達
で
良
く
す
＼

策
♪
耕
畷
霧庭‘

v

小林　辰雄
（本町・54歳）

㌧

清
津
川
ダ
ム
か
ら
の
導
水
に
よ
る

水野　寛男
（川治下町・51歳）

　
職
を
求
め
て
も
職
場
が
無
く
、
あ

っ
て
も
極
め
て
低
い
労
働
条
件
で
あ

り
、
安
定
し
た
生
活
を
保
障
出
来
な

い
現
状
で
あ
る
。
織
物
産
業
と
農
業

の
振
興
、
新
産
業
の
掘
り
起
こ
し
に

市
行
政
双
力
を
入
れ
る
様
に
努
力
を

し
た
い
。

開
起
債
依
存
的
財
源
の
脱
却
と
財
政

需
用
額
の
掘
り
下
嘆

臨．驚

、
監
視
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
ヵ
り

ま
ず
初
心
に
返
り
、
大
き
な
展
望

の
中
で
十
日
町
を
捉
え
な
が
ら
も
、

地
域
住
民
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る

よ
う
努
力
す
る
。
克
雪
、
利
水
、
街

の
活
性
化
を
テ
ー
マ
に
、
市
発
展
に

役
立
つ
議
員
で
あ
り
た
い
。

擦．臼毒、平

一マ〕

丸山　喜平
　（吉田山谷・59歳）

　
地
場
産
業
と
農
業
の
振
興
、
道
路

並
び
に
地
域
環
境
整
備
と
克
雪
対
策
、

福
祉
の
向
上
と
保
育
所
の
充
実
を
重

点
に
議
員
生
命
を
か
け
、
皆
様
の
夢

と
希
望
が
実
現
出
来
る
よ
う
精
一
杯

努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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！
る
」
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
頂
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
今
回
の
選
挙
戦
で
私
は
身
に
余
る

大
量
の
信
任
票
を
頂
き
ま
し
た
。
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
が
同
時
に

多
く
の
批
判
票
も
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

私
は
批
判
票
に
つ
い
て
は
謙
虚
に
、

素
直
に
受
け
と
め
、
日
々
反
省
を
怠

る
事
の
な
い
様
、
真
面
目
に
務
め
て

参
る
所
存
で
す
。

　
今
後
四
年
間
、
市
民
ぐ
る
み
で
切

瑳
拓
磨
、
励
ま
し
合
い
、
分
か
ち
合

っ
て
市
政
の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
お
誓
い
申
し
あ
げ
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

遠田金市
1ノ”治下町・欄

無饗

難

匿◎．－

小宮山達男
（慶地・69歳）

　
議
会
の
機
能
を
充
分
に
発
揮
し
、

議
員
活
動
に
専
念
し
、
当
市
が
か
か

え
る
重
要
間
題
の
実
現
に
全
力
を
尽

く
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
添

う
よ
う
に
努
力
す
る
。

小杉　清＿
（桑原・6’歳）

　
ヤ

　
、
毛
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
た
い
・

　
血
の
通
っ
た
建
設
的
な
考
え
を
基

礎
に
し
て
、
市
民
が
吉
町
市
に
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
市
づ
く
り
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

睡
　
響
和
雌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚

　
”
恵
ま
れ
な
い
地
域
や
家
庭
に
、

政
治
の
暖
か
い
光
を
！
”
こ
の
言
葉

を
議
員
活
動
の
基
本
に
置
き
、
若
者

が
定
着
す
る
活
力
あ
る
十
日
町
市
建

設
の
た
め
、
全
力
投
球
す
る
事
を
お

約
束
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勇
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餐
傷

霧鋼

華灘

　
　
　
一
ー

　
　
　
久
臓

6
　
　
る

　
　
　
口
宮

　
　
　
　
新

　
　
　
樋
ー

二
期
八
年
間
の
実
績
を
土
台
に
、

さ
ら
に
市
民
皆
様
の
声
を
市
政
に
反

映
さ
せ
て
ゆ
－
こ
と
と
、
若
者
の
定

着
す
る
住
み
よ
い
豊
か
な
＋
日
町
市

づ
く
り
に
全
力
を
傾
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
覗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
瞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
栖

む
覚
悟
で
す
．

　　◎1

佐藤　勝巳
（伊達・65歳）

　
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
を
モ
ッ

ト
！
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
四
年
間

を
市
政
に
打
ち
込
み
、
特
に
五
万
人

の
市
政
の
皆
様
と
多
く
語
り
、
こ
れ

を
市
政
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　
初
心
を
忘
れ
ず
、

努
力
す
る
と
共
に
、
議
員
と
し
誘

責
務
を
全
う
す
る
た
め
研
讐
重
ね

市
政
発
展
の
た
め
、
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
臓
繭

℃
財

　
　
　
樋
仲

公
約
の
実
現
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
騰

　
　
　
　
　
　
　
．
幽
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
聯

沖
　
　
凸
・
　
・
．
藝
　
　
大
ー

市
議
会
を
国
や
県
の
下
請
機
関
に

し
な
い
で
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る

場
と
し
な
が
ら
、
市
政
の
発
展
と
市

民
の
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
福
祉
の

菱
を
は
か
り
、
市
政
の
お
目
付
役

と
し
て
の
期
待
に
応
え
た
い
。

越村大吉
（新座・60歳）

産
業
雇
用
政
策
を
推
進
す
る
と
共

簿
縫
羅
鞍

考
え
て
い
る
・

　
　
　
　
　
　
そ
し
て
若
者
が
安
心

し
て
定
着
出
来
る
樗
7
あ
だ

め
に
、
さ
ら
に
唇
の
努
力
致
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

飯塚　洲司
永沢市之沢・55歳）

　
山
口
同
速
交
通
体
系
と
共
栄
し
得
る
道

路
網
の
整
備
促
進
に
努
力
し
、
雇
用

の
安
定
を
図
る
た
め
、
地
場
産
業
の

振
興
と
他
産
業
の
誘
致
に
努
め
、
ま

た
農
業
と
水
資
源
と
観
光
の
促
進
を

　
図
り
、
若
者
の
定
着
す
る
街
造
り

に
つ
と
め
た
い
。

鰹
　
　
　
　
．
．
．
　
　
　
　
助
ー

　
燗
．
　
嚢
鰯
響
　
　
誠
倣

　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
’
．
饗
　
　
　
野
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
ー

　
織
物
の
販
売
促
進
を
考
え
、
職
業

の
安
定
策
に
つ
い
て
努
力
致
し
ま
す
。

裏
小
路
の
消
雪
、
除
雪
を
早
目
に
実

施
し
ま
す
。
議
会
は
休
ま
ず
眠
ら
ず

審
議
致
し
ま
す
．
ど
な
た
に
で
も
親

　
切
に
、
お
も
い
や
り
を
も
ち
気
楽

　
に
相
談
致
し
ま
す
。

　
　
　
職
　
　
　
　
　
　
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
磁

　
　
　
脹
・
’
．
乙
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
辮

　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
橋
（

　
　
　
　
葦
、

半問　　正
（泉町・52歳）

　
私
の
第
一
に
掲
げ
た
い
事
は
、
市

民
に
よ
る
助
け
合
い
融
資
制
度
。
第

二
は
観
光
と
新
産
業
の
誘
致
運
動
。

第
三
は
芸
術
文
化
の
保
存
と
育
成
。

第
四
に
青
少
年
の
道
徳
社
会
教
育
。

期
待
に
添
う
べ
く
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。

、
孕
■
・
『
』

櫛
西川　勝雄
（四町磁／

　
　
　
　
　
　
　
　
・
全
市
民
ノ

地
方
の
時
代
を
迎
え

難羅妄
ゆ
－
馨
で
あ
象
す

斉木　　実
（落之水・5翻

匿◎1■

久保田謙蔵
（新水・57歳）

将
来
を
展
望
し
活
力
あ
る
町
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
の

り
の
た
め
次
の
事
に
努
力
し
た
v

①
高
速
時
代
に
即
応
し
た
道
路
整
備

②
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
促
進

③
青
少
年
警
と
福
祉
行
政
の
向
上

④
雪
害
対
策
と
濃
対
策

（
…
…
順
不
同
で
掲
載
し
ま
し
た
。
…
…
）
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五
月

通水式でスイッチオン

…唖
日

庭
雇
渥
匡
＝
ド

か

・
り

　
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
公
共
下

水
道
工
事
が
完
成
し
五
月
｝
日
か
ら
供
用
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
四
月
二
十
八
日
に
は
、
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
一

期
分
の
完
成
を
祝
っ
て
通
水
式
が
行
わ
れ
、
日
本
下

水
道
事
業
団
の
角
田
副
理
事
長
を
は
じ
め
国
県
・
市

の
関
係
者
な
ど
二
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
市
の
下
水
道
整
備
計
画
で
は
、
第
一
期
計
画
と
し

て
百
五
十
二
診
を
整
備
し
、
さ
ら
に
第
二
期
計
画
工

事
も
今
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

五
月
一
日
に
供
用
開
始
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
期
計

画
の
九
十
五
％
に
あ
た
る
百
四
十
診
で
す
。

　
つ
な
ぎ
込
み
を
行
う
排
水
設
備
工
事
は
す
で
に
二

百
五
十
件
の
申
込
み
が
あ
り
、
五
月
四
日
ま
で
に
八

十
件
が
工
事
申
請
を
し
、
二
十
件
の
接
続
工
事
が
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

了
し
て
、
公
共
下
水
道
を
使
用
し
た
快
適
な
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

十日町市排水設備指定工事店

　　　　　　　　昭和58年3月20日現在騰｛

も
終
っ
た
三
十
日
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
ち
が
終
っ
た
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

こ
の
工
事
に
は
本
当
に
私
の
情
熱
を

か
け
、
生
涯
を
通
じ
て
忘
れ
ら
れ
な

い
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
処
理
場
は
作
る
の
が
目
的
で
な
く

そ
れ
が
ど
う
機
能
す
る
か
に
か
か
っ

て
い
ま
す
の
で
、
施
設
の
能
力
を
百

響
発
揮
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
、
こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理

は
地
味
な
仕
事
で
す
か
ら
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
、
自
分
の
出
し
た
下
水

が
ど
う
始
末
さ
れ
る
の
か
、
一
年
に

一
回
ぐ
ら
い
考
え
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

登録番号 指定工事店 所在地 電話

1 ㈱　丸　山　工　務　所 稲　　　　葉 7－8125

2 魚　沼　水　道　㈱ 高田町3丁目西 7－2389

3 ㈱　村　熊　商　店 駅　通　　り 2－3597

4 ㈱　宮　元　屋　商　店 土市第　3 8－2035

5 ㈱　　美　　佐　　伝 四日町新田第3 7－9191

6 ㈱植木組十日町営業所 千歳町3丁目 7－2201

7 北越上下水道㈱ 桜　　木　町 2－4293

8 十日町市農業協同組合 高田町5丁目 7－1571

9 矢　　口　鉄　工　所 駅　通　　り 2－2992

10 ㈱　山　田　屋　商　店 本町1丁目上 2－3105

11 技　　工　　住　　設 下川　原町 2－3964

12 魚　沼　鉄　工　所 駅　通　　り 2－2205

13 村　　山　　配　　管 高山第4 7－3581

14 樋　　口　　水　　道 上　　川　　町 7－5003

15 越　路　建　　設　㈱ 稲荷町3丁目東 2－3289

16 木　島　燃　料　店 駅　通　　り 2－2478

17 南　雲　土　建　㈱ 川治下町第3 2－2275

18 ㈲　柳　電　機　商　会 泉　　　　町 2－2769

19 平　和　水　管　㈱ 高山第　2 7－4078
20 新　　栄　　工　　業 太　　子　　堂 2－5600

21 小　川　電　機　商　会 田中町西 2－2643

22 十日町水道工業㈱ 本町7丁目1 7－8211

23 ㈱羽生田鉄工所十日町営業所 田中町東 7－8511

24 ㈱　　村　　山　土　建 山本町2丁目 2－3721

25 ㈱　村　　山　商　会 本町1丁目下 7－5105

26 須　藤　ポ　ン　プ　店 水　　　　口 6－2607

27 丸　　東　　重　　機 南新田町 7－9048

28 孫六商店㈱十日町営業所 駅　通　　り 7－8875

29 ㈲　越　南　建　設 山本町3丁泪 2－5060

30 ㈲三隆設備工業 四　日町　1 7－4454

31 ㈱　　関　　建　　設 上　新　　田 5－2439

懇9一

豪
雪
時
に
も
機
能
す
る
下
水
道
に

　
　
　
　
　
日
本
下
水
道
事
業
団
＋
日
町
出
張
所
長
高
橋
興

　
こ
の
処
理
場
の
特
色
は
二
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
、
豪
雪
下
で
も
安
全

で
維
持
管
理
の
し
や
す
い
施
設
に
し

た
こ
と
。
そ
の
た
め
に
管
理
本
館
、

機
械
棟
、
沈
砂
池
な
ど
を
合
棟
方
式

に
し
、
建
物
は
四
材
の
積
雪
に
も
耐

え
ら
れ
る
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
、
こ
こ
は
絹
織
物
の
街
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

す
か
ら
、
流
入
量
の
約
六
割
が
染
色

排
水
な
ど
の
工
場
排
水
で
す
。
こ
の

高
濃
度
の
工
場
排
水
の
処
理
に
は
、

事
業
団
の
試
験
本
部
で
調
査
・
研
究

し
、
九
時
間
の
長
時
間
エ
ア
レ
ー
シ

ョ
ン
方
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、
ま
さ
に
、
雪
と
の

闘
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
一
年
目
の

冬
は
、
雪
の
沈
降
力
か
ら
鉄
筋
を
守

る
た
め
に
工
事
現
場
の
全
て
を
水
の

下
に
埋
め
て
保
護
し
、
二
年
目
の
冬

は
、
五
六
豪
雪
の
年
で
、
ご
用
納
め
．

　
供
用
開
始
と
同
時
に
、
排
水
設
備

工
事
が
始
ま
り
、
下
水
道
本
管
へ
の

つ
な
ぎ
込
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
は
、
市

の
定
め
た
資
格
の
あ
る
指
定
工
事
店

で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
四
月
末
ま
で
に
、
す
で
に
二

百
五
十
件
の
工
事
申
込
み
が
出
さ
れ

て
お
り
、
各
工
事
店
で
は
早
期
着
工

に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
指
定
工
事
店
は
右
表
の
と
お

り
で
す
の
で
、
排
水
設
備
工
事
は
各

工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

つなぎ込み工事の始まっ

た松井さん宅（稲荷町）

排
水
設
備
工
事

貸
付
制
度
の

ご
利
用
を

　
市
で
は
、
排
水
設
備
の
普
及
を
図

る
た
め
に
、
次
の
融
資
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
融
資
ご
希
望
の
方
は
、

市
下
水
道
課
か
指
定
工
事
店
に
申
込

書
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
融
資
金
額
　
七
十
万
円
以
内

利
率
　
年
六
・
五
％

返
済
期
限
　
四
十
八
ヵ
月
以
内
の
元

利
均
等
月
賦
償
還

保
証
人
　
一
名
以
上
（
市
内
在
住
）

融
資
の
時
期
　
工
事
完
了
後

取
扱
金
融
機
関
第
四
、
北
越
、
新

潟
相
互
、
大
光
相
互
、
県
信
用
組
合

労
働
金
庫
の
各
十
日
町
支
店
、
十
日

町
市
農
業
協
同
組
合
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璽
騨
鍵
、
・
翼
・

聾錨

響
燭
暫

の
翫
－
週
戴
壱
　

瞬霧

蟹籔儀、1叢

熱畝講．撃、
誌誌襲＿．　＿面醜塁ミ

￥
　　　櫛

　　綾糸
～（アソビ

砂
、一幽乳船　　酵拳

糸車

嵐
｛
．

　　　仔台　　　　　　　蔵　　　　　　　クダ

1．曙；囎饗
　　　　　　　　湯舟　フクベ　グル
燭　　　臼．㌔　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

驚欝叢騨
　　タ所　　纏懸翻幽・叩てりん一’！㌫議縮の一反袋

▼糊つけした糸　▼くびりほどきした糸　　　　　　　　　▼図案の雛形　　　　　　　　　　　　▼図案

≡コ欝繍響擁馨鞭II謙

1◎㊥翻

曾⑬康

ツム

　　　　　　　　苧びきバン（苧舟）

　　　　　　　　　　・　・一　　　♂・プ詩i葺蹴欄瓢∴「‘・’
　　　　　　　　　　　『一P　　　■r一，　　　　　　■v甲9「■一〃曲｝　，一，』一ず，－■　一■一　　　　－
　　　　　　　　　　甲　一　　　’』　’ず■｝？　』　　r、ヤ　“　　　　　　　　　　，　　　　』　　1r　r　　　　A　　　　　　　　　』　一　』　r　　r』　　　　　■

　　　　　　　　　　ヘ　マ　　　ァ　リ　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　ド　ペ　　　　し　　　　し　ペ　　　　　　ド　し　ペ　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　　　マぬロずドロい　　　　ワコ　　　　　　　し　しド　し　　　
　　　　　　　　　　ドヤロドア　ロロニじド　　い　　　　　　　　　　　　蹴轟欺二鍋’．二笥∵．』曽；窺ヤ」窪’二

　　　酬　苧ぴき板闘
　　　　木灰　　　　　ワラ灰苧びきご

（》●」

驚
響
載

姦
オ

　　　　　　　麻

グルとオッタテ

霧聡璽ルグ1レとオ．黎

惣

副糊つけ枠と　　　　　　　　　　’傭・．

翫盤

　▼紹糸（緯紹）　　　　▼晒し上がった糸

め木

　　　　木羽

竈
　　　　　溝定
苧績勢した糸

木羽定規

規定棒
　
苧

　
青
　
▼

市
民
の
み
な
さ
ん
へ

　
十
日
町
織
物
は
、
伝
統
と
技
術
の
上
に
な
り
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
始

ま
り
は
麻
織
物
で
、
特
に
越
後
縮
（
江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代
頃
ま
で
イ

ザ
リ
機
で
織
ら
れ
た
麻
織
物
）
ほ
、
現
代
の
十
日
町
織
物
の
基
礎
に
な
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
当
市
で
は
そ
の
技
術
も
資
料
も
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
だ
と
ま
っ
た
く
忘
れ
さ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
博
物
館
で
は
、
越
後
縮
全
般
に
わ
た
る
大
々
的
な
調
査
に
の
り
出

し
ま
し
た
。
十
日
町
織
物
の
伝
統
を
守
り
、
地
場
産
業
の
振
興
の
た
め
に

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
●
苧
（
ア
オ
ソ
）
畑
や
苧
焼
き
．
風

　
除
け
棚
，
刈
り
取
り
な
ど
に
使
っ

　
た
道
具
と
そ
の
万
法
。

苧
の
皮
は
ぎ
道
具
と
そ
の
万
法
。

●
苧
の
生
産
記
録
、
売
買
、
保
存
、

　
利
用
な
ど
の
道
具
と
そ
の
万
法
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク

●
苧
の
雪
ざ
ら
し
や
灰
に
よ
る
さ
ら

　
し
の
道
具
と
そ
の
万
法
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
う

●
オ
ブ
ケ
，
カ
ケ
ゴ
な
ど
苧
績
み
を

　
す
る
時
の
道
具
と
そ
の
万
法
。

●
ツ
ム
や
ツ
ム
ジ
￥
テ
シ
ロ
、
ミ
ス

　
ト
ー
シ
．
イ
ト
カ
ケ
な
ど
撚
り
か

　
け
を
す
る
道
具
と
そ
の
万
法
。

●
女
衆
が
集
ま
っ
て
．
夜
￥
苧
績
み

　
を
し
た
時
の
様
子
と
そ
の
道
具
。

●
オ
ブ
ケ
流
し
、
オ
ブ
ケ
餅
な
ど
苧

　
績
み
に
関
す
る
お
祝
い
の
様
子
。

●
ノ
キ
カ
セ
，
タ
テ
カ
セ
な
ど
カ
セ

糸
を
作
る
た
め
に
使
っ
た
道
具
と

そ
の
万
法
及
び
売
買
．
運
搬
用
具
。

●
糸
の
雪
ざ
ら
し
万
法
や
道
具
。

●
マ
エ
ボ
ウ
、
オ
ッ
タ
テ
￥
ト
ン
ボ

な
ど
糸
繰
り
や
糊
つ
け
道
具
万
法
。

●
ノ
ベ
台
、
ヘ
バ
シ
な
ど
糸
の
べ
道

　
具
や
ク
ダ
巻
き
の
道
具
と
万
法
。

●
ア
イ
ガ
メ
．
型
紙
な
ど
コ
ー
ヤ
（
染

物
屋
）
の
道
具
と
そ
の
万
法
。

　
し
ま

●
縞
や
緋
の
染
め
万
と
そ
の
道
具
。

●
イ
ザ
リ
機
の
道
具
（
部
品
を
含
め
）

　
や
名
称
￥
使
い
万
。

●
ハ
タ
織
り
中
、
糸
が
切
れ
た
時
の

　
つ
な
ぎ
万
と
そ
の
道
具
。

●
ハ
タ
織
り
中
の
仕
事
着
．
灯
火
具

　
暖
房
具
な
ど
や
そ
の
使
い
万
。

●
縮
の
雪
ざ
ら
し
万
法
や
そ
の
道
具
。

●
縮
生
産
、
販
売
の
記
録
や
荷
造
り

　
運
搬
用
具
と
そ
の
万
法
。

●
縮
の
反
物
や
着
物
な
ど
。

●
ハ
タ
織
り
や
苧
績
み
の
こ
と
で
神

社
な
ど
に
奉
納
し
た
も
の
．
様
子
。

●
ハ
タ
神
様
￥
苧
の
神
様
な
ど
の
供

え
も
の
￥
用
具
、
お
札
な
ど
。

●
そ
の
他
越
後
縮
に
関
す
る
す
べ
て
。
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行こう！見よう！未来の新潟

　　7月1日樹～8月31日㈱

パビリズフ艇ろい

■テーマ館■全国観光と物産館

ロ大地と海の自然館■高速鉄道館

■ゆたかな国土館雷ふれあいプラザ

＞　■ハルピン友好展覧館

■国際友好館■サントリー館

■BSNミラクル・シネ・ドーム

■エレクトロニクス館

■未来情報館●エナジードーム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

◆
壌
診
．
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
　
鱈
。

侮爵

　　　　V　　　テーマ・新潟の新しい飛躍と可能性をもとめて

豪墾品が灘部
■入場料　　　　　　　　　　　．＿＿！＿＿￥、↓ゐ煕＿↓』

8特賞（25本）沖縄の旅
■1等（60本）フジカポケットカメラ
■2等（500本）水沢家具商品券（3，000円）

　　　前売券発売所

●十日町市役所総務課　●博物館

●十日町市公民館（本館及び地区公民館）

一翌」　　　士
目IJ　冗 当　日

大　　　人 1，200円 1，500円

高　校　生 800円 1，000円

小・中学生 500円 600円
幼児（禦璽） 200円 300円
■抽せん日一昭和58年6月30日（湘
会場／新潟県民会館

　
高
速
交
通
網
の
急
速
な
拡
充
に
伴
っ

て
日
本
海
側
の
拠
点
と
し
て
新
し
い
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
新

潟
県
　
　
。

　
人
・
文
化
・
情
報
の
活
発
な
交
流
に

よ
っ
て
新
潟
県
の
全
て
が
大
き
く
変
容

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
期
待

さ
れ
る
新
潟
県
の
新
し
い
役
割
・
方
向

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
ー
。

　
新
潟
博
を
機
に
、
発
展
へ
の
可
能
性

を
は
ら
ん
だ
”
二
十
一
世
紀
の
新
潟
”

に
あ
な
た
の
提
言
を
お
待
ち
し
ま
す
。

「21世紀の新潟」

高速交通網

　　と

日本海時代

　　を

考える。

㎜新：i湯博記念

論文募集
★入選（1篇）姻0万円

■
応
募
資
格
　
制
限
な
し

■
字
数

　
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
四

十
枚
（
別
に
一
千
字
以
内
に
ま

と
め
た
要
旨
を
付
し
て
下
さ
い
）

■
賞
金
　
入
選
（
一
）
…
百
万
円

　
　
　
　
佳
作
（
五
）
…
各
二
。
万
円

　
※
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
し

　
応
募
論
文
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
宛
先
　
新
潟
博
覧
会
協
会

　
「
論
文
係
」
（
〒
九
五
一
新

潟
市
学
校
町
通
一
県
企
画
課
）

■
締
切
日
　
五
月
二
十
日

■
入
選
発
表
　
六
月
下
旬

　
エ
コ
ー
は
が
き

　
　
　
　

　
　
馬
か
ら
発
売

　
　
　
　
　
ー
郵
便
局
－

　
郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
・
郵
便

年
金
資
金
運
用
を
再
開
し
て
三
十
年

を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
五
月

十
六
日
㈲
か
ら
「
エ
コ
ー
は
が
き
」

（
一
枚
三
十
五
円
）
を
発
売
し
ま
す
。

十
日
町
郵
便
局
で
は
千
五
百
枚
の
限

定
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
購
入
す
る

か
た
は
お
早
目
に
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
此
．

動　
　
　
働
　
　
踊
越

運
　
　
　
口
H
　
　
　
　
　
　
着

　
　
　
0
　
　
　
　
　
ト
協

　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
繋
　
懸

全　
　
　
月
　
　
　
　
輝
な

　
　
　
　
5
　
　
止
　
　
へ
　
ん

　
　
　
　
～
　
　
防
　
と
み

安　
　
　
融
灘
無

通　
　
　
剛
破
鷺
の

交　
　
　
　
5
灘
輔

国　
　
　
　
　
　
荻
鷺
嘘

全　　
　
　
　
　
露
倦
利
フ
せ

の　　
　
　
　
　
の
者
車
載
つ

　
　
　
　
　
　
動
行
転
輪
い

　
　
　
　
　
　
運
歩
自
二
国

春　　
　
　
　
　
く
ω
ω
③
全

　
穿
況
師
状
ー
生
ー
発徴事通交の中月4

市町村名 発生件数 死者数 傷者数

十日町市
難（4） 0（0） 15（41

川　西　町 3（3） 0（1） 3（31

津　南　町 O（1） 0（O〉 0（1）

中　里　村 1（0｝ 0（0） 1（0）

市町村計
15（8〉 0（1） 19（8）

累　　　計 41㈱ 0（1） 54留⑳

“
山
に
木
を
　
庭
に
花

を
心
に
み
ど
り
を
育

て
よ
う
”
を
テ
ー
マ
に

自
然
の
美
し
さ
、
緑
の

大
切
さ
を
学
校
教
育
の

中
で
位
置
づ
け
、
い
ろ

ん
な
活
動
を
し
て
い
る

の
が
野
中
小
学
校
（
長

谷
川
信
夫
校
長
）
の
、

「
野
中
緑
の
少
年
団
」

で
す
。

　
四
月
二
十
八
日
、
新

入
生
八
名
の
入
団
式
が

行
わ
れ
、
団
員
は
合
計

五
十
名
。
昭
和
五
十
四

年
に
発
足
以
来
、
植
樹

祭
へ
の
参
加
や
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
な

ど
①
郷
土
や
自
然
を
愛
す
る
心
を
育

て
る
②
労
作
を
通
し
た
人
づ
く
り

③
奉
仕
の
精
神
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

個
人
住
宅
建
設
資
金
申
込
み
受
付
中
〃

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
し
よ
う
と
す

る
人
に
対
し
て
、
個
人
住
宅
建
設
資

金
の
申
込
み
受
付
を
次
の
要
領
に
よ

り
行
っ
て
い
ま
す
。

融資額及び利率
住宅の床面積

利　率
融資限度額

当初10年間 11年目以降

50m2～110m2以下
　（135m2以下）

5．5％ 7．3％ 480万円

110m2超～135m2以下
（135m2超～165m2以下）

6．5％ 7．3％ 530万円

135m2超～165m2以下 7．3％ 7．3％ 530万円

（注）　（　）内は老人同居等の場合

薗
受
付
期
間
…
…
四
月
二
十
六
日
か

ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

■
選
定
方
法
…
…
選
考
（
無
抽
選
）

■
申
込
み
資
格
等
…
：
・
ω
資
格
　
自

分
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る

人
で
土
地
の
準
備
が
で
き
て
い
る
人
。

の
対
象
住
宅
　
住
宅
部
分
の
床
面
積

が
百
六
十
五
平
方
層
以
下
の
住
宅

■
返
済
期
間
…
…
木
造
の
場
合
二
十

五
年
以
内

■
返
済
方
法
…
…
元
利
均
等
毎
月
払

（
原
則
）
。
ボ
ー
ナ
ス
払
い
併
用
可
。

■
申
込
場
所
…
…
住
宅
建
設
場
所
と

同
一
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公

庫
北
関
東
支
所
（
智
〇
二
七
二
－
三

二
ー
六
六
五
五
番
）
又
は
、
お
近
く

の
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る

　
　
　
ご
夫
婦
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る
ご
夫
婦

に
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
の
該
当
ご
夫
婦
は
、
昭
和

八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
九
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
か
た

で
す
。
戸
籍
の
届
出
で
な
く
実
際
に

結
婚
さ
れ
た
年
月
日
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に
結
婚

し
て
い
て
も
、
ま
だ
お
申
し
出
の
な

か
っ
た
か
た
も
今
回
該
当
し
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
は
、
お
ふ
た

り
の
氏
名
、
住
所
、
結
婚
年
月
日
を

嚇卿◆璽蒸蕪i蕪蕪i蕪蕪蕪憲烹1轡φ”崩州』陣

五
月
二
十
日
ま
で
に
市
政
事
務
嘱
託

員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
記
念
品
の
贈
呈
式
に
つ
い

て
は
後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
市
社
会
福
祉
事

務
所
福
祉
係
（
盈
七
ー
三
一
一
一
番

内
線
一
三
四
・
＝
二
五
）
へ

調
理
師
試
験
実
施

試
験
日
時
　
六
月
三
十
日
（
木
）

　
午
後
一
時
～
三
時
四
十
分

試
験
地
　
南
魚
沼
郡
六
日
町
（
十
日

町
、
小
出
、
六
日
町
保
健
所
管
内
居

在
者
）

出
願
期
間
・
提
出
場
所
　
五
月
十
六

日
か
ら
五
月
二
十
五
日
ま
で
、
十
日

町
保
健
所
へ

受
験
手
数
料
　
三
千
四
百
円
（
県
収

入
証
紙
で
）

　
試
験
科
目
な
ど
詳
細
は
、
十
日
町

保
健
所
（
高
田
町
三
、
費
七
－
二
四

〇
〇
番
）
へ

消
費
者
協
会
総
会

日
時
　
五
月
十
七
日
（
火
）

　
　
午
後
一
時
三
十
分
～

会
場
　
ク
ロ
ス
ー
〇
十
日
町

※
※
入
会
ご
希
望
の
方
も
気
軽
に
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。
年
会
費
は
八
百

円
で
す
。

上
原
団
地
募
集

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
五

月
二
十
七
日
（
金
）
か
ら
六
月
六
日

（
月
）
ま
で
、
上
原
団
地
の
春
期
募

集
を
行
い
ま
す
。

募
集
方
法
　
・
積
立
分
譲
住
宅
、
七

戸
　
・
一
般
分
譲
住
宅
、
十
戸

・
宅
地
分
譲
　
六
区
画
。

募
集
脱
明
会
　
五
月
二
十
五
日
（
水
）

　
午
後
一
時
三
十
分
　
市
役
所
第
二

　
委
員
会
室
（
三
階
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　
市
建
設
課
建
築
住
宅
係
（
費
七
－

三
一
二
番
内
線
二
六
二
）
か
、
新

潟
県
住
宅
供
給
公
社
分
譲
課
（
魯
〇

二
五
二
i
六
六
1
0
一
八
四
）
へ

ユ
▼
・
蚤
．
◆
・
拳
◆
・
も
．
◆
・
・
一
マ
◆
・
篠
．
◆
・
・
墾
◆
・
・
毒
◆
・
拳
◆
・
毒
◆
・
警
◆
・
己
マ
◆
‘
拳
◆
・
毒
◆
‘
畢
◆
‘
奮
・
◆
‘
辱
◆
畜
マ
◆
‘
導
◆
・
・
畢
◆
・
毒
◆
・
毒
◆
・
垂
・
◆
亀
7
◆
・
毒
◆
・
毒
◆
・
・
拳
◆
・
参
◆
・
辱
◆
・
亀
τ
◆
・
参
◆
・
警
◆
・
拳
・
◆
毒
◆
・
毒
◆
・
毒
．
◆
・
蚤
◆
・
・
。
讐
．
◆
・
も
．
◆
・
毒
．
◆
・
警
．
◆
・
昌
毒
◆
・
讐
．
◆
竈
．
◆
、
＆
等
◆
・
毒
◆
．
亀
7
◆
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書
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納
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税
産
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政
秘
広
政
財
収
　
　
一
民
金
境

イ
　
　
　
　
民
資
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事
画
　
理
定
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こ
融
7
一
7
カ
ル
ト

育
3
員
理
委

　
　
委
管

　
　
業
挙
査

　
　
農
選
監

　
　
会
委
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
ご
み

　
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
を
、

き
れ
い
で
住
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、

ご
み
の
し
ま
つ
や
し
尿
の
処
理
は
大

事
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

皆
ん
な
で
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
を
へ
ら
す
工
夫
や
上
手
に
始

末
し
て
ゆ
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
シ
リ
ー
ズ
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ふ
え
続
け
る
ご
み

　
生
活
の
し
か
た
が
変
わ
っ
た
り
、

工
場
や
お
店
の
活
動
が
活
発
に
な
る

に
つ
れ
て
ご
み
の
量
は
年
々
増
え
続

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
56
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
54
年
度

欄
、
輔
蒸
．
嚢
◎
㊤
卜
鎌

滋
雌
、
九
麹
の
籍
ン

欄
號
．
瞬
麟
噸
整
》

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
α

　
　
　
　
　
　
　
N

の
量
と
中
味
～

　
ご
み
ぶ
く
ろ
の
中
味

　
燃
え
る
ご
み
の
ご
み
袋
の
中
味
を

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ご
み
袋
の
中

味
の
約
六
十
％
は
水
で
す
。
残
り
の

十
六
％
が
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
紙
類
、

十
一
％
が
魚
や
生
野
菜
な
ど
の
生
ご

み
、
六
％
が
木
や
竹
く
ず
、
ほ
か
に

布
類
や
ゴ
ム
、
皮
く
ず
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
が
あ
わ
せ
て
七
％
で
す
。

ご
み
の
処
理
で
問
題
に
な
る
の
が
ご

み
の
約
六
十
％
を
占
め
る
水
分
で
す
。

こ
の
水
分
も
季
節
に
よ
っ
て
違
っ
て

き
ま
す
。
五
月
に
は
約
半
分
が
水
で

す
が
、
八
月
に
は
四
分
の
三
が
水
に

な
り
ま
す
。
こ
の
水
分
を
燃
や
す
た

め
に
八
月
に
は
五
月
の
三
十
倍
も
の

重
油
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
次
回
は
そ
の
問
題
を
考
え
て
み
ま

し
よ
う
。
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県
技
術
改
善
費

補
助
事
業
募
集

　
県
で
は
、
中
小
企
業
の
技
術
開
発

を
促
進
す
る
た
め
、
中
小
企
業
者
が

行
う
新
製
品
・
新
技
術
の
開
発
事
業

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
事
業
　
ω
企
業
化
さ
れ
て

い
な
い
新
製
品
の
開
発
研
究
、
ω
新

素
材
の
利
用
開
発
　
㈹
新
製
造
法
の

開
発
、
㈲
資
源
の
有
効
利
用
の
研
究

㈲
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
な
ど

補
助
内
容
　
ω
補
助
率
…
…
補
助
対

経
費
の
三
分
の
二
以
内
　
ω
補
助
金

額
…
五
十
万
円
か
ら
三
百
万
円
ま
で

申
込
み
先
　
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
十

日
町
試
験
場
（
学
校
町
…
費
七
ー
一

一
〇
四
番
）

受
付
期
問
　
五
月
二
日
～
三
十
一
日

問
い
合
わ
せ
先
　
補
助
対
象
経
費
や

提
出
書
類
な
ど
詳
細
は
、
県
工
業
振

興
課
工
業
振
興
係
（
盈
〇
二
五
二
－

二
三
ー
五
五
一
一
番
内
線
三
二
七
八

・
三
二
七
五
）
へ
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新
座
卓
球
ク
ラ
ブ

　
新
座
卓
球
ク
ラ
ブ
は
、
結
成
三
年
　
　
マ
マ
さ
ん
な
ど
幅
が
広
い
の
で
す
。

目
を
迎
え
ま
す
。
ク
ラ
ブ
員
は
、
元
　
　
（
人
数
は
二
十
名
く
ら
い
）
練
習
は
週

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
か
ら
小
・
中
学
生
、
　
　
一
回
、
水
曜
日
の
夜
七
時
半
～
九
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
ま
で
で
、
熱
心
な
マ
マ
さ
ん
は
冬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
間
も
休
ま
ず
に
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
の
目
標
は
休
ま
ず
に
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
。
そ
し
て
卓
球
の
楽
し
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
最
近
で
は
、
マ
マ
さ
ん
大
会
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
大
会
で
も
良
い
成
績
を
あ
げ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
よ
う
に
な
り
、
県
チ
ャ
ン
ピ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
も
誕
生
す
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
元
の
人
以
外
で
も
遠
慮
な
く
新
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
民
館
に
き
て
く
だ
さ
い
。

体育指導委員会・新しいスタッフで

活動開始！！一新委員6名加わる一

　　　一市民の健康・体指とともに一

●新役員

会長庭野雅弘
　　　（田中町本通り）

副会長　水野　正則　・

　　　（本町4丁目）

副会長　関口　陽子

　　　（本町2丁目）

　体育指導委員は、市内の体育・スポーツ活動の振興・発

展のために、常に市民の先頭に立って活動し、指導、助言

のみならず、市内で実施される諸事業の推進役としての職

務を担っています。

一主な活動内容一
●スポーツ教室（8ヵ所）●巡回スポーツ教室（6ヵ所）

●ソフトボール大会％●軽スポーツ及び民踊大会8月

●ラジオ体操のつどい％～％、各地区ごとに要請により指導

春の選抜少年野球大会結果
川治妻有

　チームが優勝

　　　　　　　　　　　　　騰騰　　駅通り商店街主催の

　　　　　　　　　　　　　　　春の選抜野球大会は、

　　　　　　　　　　　　　　　30チームが参加して、

　　　　　　　　　　　　　　　　5月3日・5日の両日、

　　　　　　　　　　　　　　　青少年野外スポーツセ

　　　　　　　　　　　　　　　　ンター、信濃川運動公

園で開催され、熱戦を繰りひろげた結果、川治妻有チームが優

勝しました。

　
町
町

　
　
　
四
上

〉
2
1

轡
卜

準
1
〈
6
有

　
ひ
妻

　
町
治

　
本
川

　　　〈決勝〉

川治妻有5－0本町5・6

七
、

一新しい発想・豊かなメニュー一

市体育課（智7－3111番内線326）

市民体育館（暦7－5208番）

～参加者を募集します～～講備罐凝男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いでください。～

◎スポーツ教室’（10回以上）

種　　目 会場 対象 時間 曜日 開始
月日
主任担当者
（電　　話）

軽スポーツ 市民体育館 一般
午攣

7．30～9：30
火 ％ 高橋　　幸一

（7－5447）

卓　　　球 東　　小 〃 〃 火 ％ 根津　　聖六
（7－4920）

卓　　　球 水沢小 〃 〃 月 ％ 高野　　恒善
（8‘2156）

軟式庭球 中条中 〃 〃 水 ％ 湯沢　　…彦
（7－9166）

ノぐドミントン

軽スポーツ 川治小
〃 〃 木 ％ 宮入　　健一一

（7－2067）

軽スポーツ
レクダンス 下条中 〃

午後

8：00～10：00
水 ％ 丸山　　亮一

（5－2021）

バドミントン 西　　小 〃
午後

7．30～9：30
金 ％ 庭野　　茂樹

（7－2745）

軽スポーツ
レタリェーション 鐙島小 〃 〃 水 太田　　　功

（7－6925）

○巡回スポーツ教室、（5回以上）

種　目 会場 対象 時間 曜日 開始
月日
主任担当者
（電　　話）

レク・ダンス 馬場小 一般
午攣

7．30～9：30
水 ％ 川田　　政春

（8－2057）

軽スポーツ
レク・ダンス 名ヶ山小

〃 〃 火 ％ 春日　　　昇
（7－6261）

レク・ダンス
民踊・卓球 東下組小

〃
午攣
8．00～10：00

木 ％ 丸山　　亮一
（5マ2021）

軽スポーヅ 飛一小 〃
午後

7：30～9：30
水 ％ 大熊　　勇二

（2－3722〉

卓球
バドミントン 野中小 〃 〃 水 ％ 高野　　恒善

（8－2156）

軽スポーツ 六箇小 〃 〃 金 ％ 庭野　　雅弘
（2－3861）

硬式孟二晶基撫麟灘講習螢i
●主

●期

●会

●日

催
日
場
程

●指導者

十日町市テニス協会　●対象　初・中級者

5月15日（日）（雨天の場合は5．月22日、城ヶ丘コートで）

信濃川運動公園テニスコート●参加料1，200円

8：30受付、9：00～4：00レッスン

テニス協会員（代表山口昭士）

十日町恵・露魚編地臨難溝縫灘難難難鶴i

●期日　5月29日（日）午前8時半～●会場　下条中体育館

●参加資格　十日町市及び中魚沼に在住、在勤、在学するバドミン

　　　　　トン愛好者

●種目　男子シングルスA、B、男子ダブルスA、B

　　　女子シングルスA、B、女子ダブルスA、B
●申込締切り　5月21日　●申込先　市民体育館

バドミン騒3纈麟鰻鑛灘鐵i麗
●日時審判講習会1部5月14日（土）午後6：30～9：30
　　　　　　　　　2部　5月15日（日）午前9：00～12：00
　　　　審判審査会　　　　5月15日（日）午後1：00～3る’00

●会場　両日とも十日町市民体育館

●参加料　市内に在住、在学、在勤の方、十日町市協会員は無料

●申込み　当日申込み可。詳しくは市民体育館か市体育課へ
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市
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ー
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集
〃

　
第
十
六
回
市
美
術
展
は
、
十
月
八
日
～
十
日
に
行
わ

れ
ま
す
が
、
市
公
民
館
で
は
、
今
年
度
の
市
展
ポ
ス
タ

ー
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て

ご
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募
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だ
さ
い
。

囹
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十
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町
市
学
校
町
智
七
ー
五
〇
一
一
番
）

田
審
　
査
　
第
＋
六
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市
展
運
営
委
員

画
賞
金
ぴ
発
表
入
選
一
点
賞
金
幽
万
三
千
円
、
佳
作
数
点
賞
晶

　
　
　
　
　
　
　
入
選
作
品
は
「
第
十
六
回
市
展
ポ
ス
タ
r
」
と

　
　
　
　
　
　
　
し
て
印
刷
し
、
市
内
に
掲
示
し
ま
す
。

圃
そ
の
他
　
・
原
画
の
一
部
を
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
・
作
品
の
版
権
は
市
公
民
館
に
帰
属
し
ま
す

『教育は死なず』著者
　　～篠ノ井旭高等学校校長～

若林繁太先生講演会
●日時　5月20日㈹夜7時半

●会場　十日町市民会館ホール

●演題　　『非行の芽を摘む、真の学

　　　校・家庭・地域の連携とは』

●主催　青少年育成十日町市民会議

　　　十日町ロータリークラブ

青少年育成十日町市民会議総会

にもご出席を　　．

5月20日働午後7時～市民会館ホールで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　云　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　　　　　　　民　　　　　　　　　　　　　　市　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　館　　　　　　　　黍　　　　　　　嚢　　　　鐘　　民公

　あなたも仲間をさそっておいでください

●募集中です。申込みは十日町市公民館（学

　校町、奮7－5011番）に（電話申込可）

●対象はどなたでもけっこうです（小、中、

　高校生は除く）

●時間は夜7時～9時昼1時半～4時

●学習は11月までの予定です。

●受講料は無料ですが、教材費は各自負担で

　す。

●申込みの際ハガキ6枚（連絡用）を提出し

　てください。（学習日に持参してください）

●テキスト、道具などは斡旋します。

※講師は、その道の専門家をお招きします。

日本画入門
絵筆を持ったことのない人のための日本画入

門教室です。
毎週火曜（夜）

木彫り入門
木彫りの基礎を学び、茶たく、盆、ブローチ

などの制作技術を学ぶ。
毎週水曜（夜）

焼物入門 湯のみ、花ぴんなど手づくりの陶芸を楽しむ。 毎週火曜（夜）

きょうの料理
N　H　K「きょうの料理」をテキストに使いな

がらの実習。

毎月第3水曜（夜）

　　5月は18日

十日町再発見
織物の歴史や大井田氏のこと、山城を訪ねて

等、目・耳・足で確かめるふる里十日町再発見〃

毎月第2・4水曜（夜）

　5月は11日、25日

戦後文学
戦後の代表的作家「太宰治」「坂口安吾」「織

田作之助」の世界をさぐる。

毎月第1・3金曜（夜）

　　5月は20日

料　　　　理 和食・洋食・中華料理などプロのコツ教えます。 月2回位（昼）
5月は13日、27日
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四
十
五
歳

　
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
保
加

入
の
四
十
五
歳
の
人
を
対
象
に
、
一

日
人
間
ド
ッ
ク
（
総
合
健
康
診
断
事

業
）
を
実
施
し
、
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
始
め
ら
れ

た
健
診
事
業
で
は
、
二
年
間
で
二
百

三
十
四
人
（
男
百
十
九
人
、
女
百
十

五
人
）
の
人
が
受
診
し
、
何
ら
か
の

異
常
の
あ
っ
た
人
が
百
四
十
人
（
軽

度
の
異
常
を
含
む
）
も
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
血
糖
値
の
高
い
人
、
高

血
圧
傾
向
の
あ
る
人
、
高
脂
血
症
の

疑
い
の
あ
る
人
、
肝
機
能
に
異
常
の

あ
る
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

・
国
保
加
入
者
に

こ
れ
ら
の
糖
尿
病
、
脳
卒
中
、
肝
炎

と
い
う
よ
う
な
恐
ろ
し
い
成
人
病
に

つ
な
が
る
異
常
を
早
期
発
見
し
総
合

的
に
診
断
す
る
の
が
人
間
ド
ッ
ク
で

す
。
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
に
よ
っ
て

重
大
な
病
気
が
発
見
さ
れ
、
早
期
治

療
に
よ
り
完
全
に
治
り
、
今
は
健
康

な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
日
頃
、
総
合
的
な
健
診
の
機
会
に

恵
ま
れ
な
い
国
保
加
入
の
四
十
五
歳

の
皆
さ
ん
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
自
分

の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
「
一
日
人

間
ド
ッ
ク
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
①
国
保
の
加
入
者
で
、
今

圖
誰
脳
炎
予
防
接
種
馨
実
施

地
　
区
　
名

接
　
　
　
種
　
　
　
月
　
　
　
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

一
　
回
　
目

二
　
　
回
　
目

鐙
島
小
学
校
区

5
月
3
1
日

（
火
）

6
月
7
日

（
火
）

午
後
2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

いさだくてし守厳は間時付受

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

真
田
小
学
校

飛
一
小
学
校
区

午
後
2
時
　
　
　
～
2
時
2
0
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

許
轍
3
0
争
2
時
4
0
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

枯
木
又
分
校

馬
場
小
学
校
区

6
月
－
日

　
（
水
）

6
月
1
0
日

　
（
金
）

午
後
2
時
～
　
　
逸
時
2
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

珠
田
分
校

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
）

6
日
月
－
日

　
（
水
）

6
日
月
9
日

　
（
木
）

午
後
1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
ー

下
条
小
学
校
区

6
月
3
日

　
（
金
）

6
月
1
0
日

　
（
金
）

午
後
1
時
1
5
分
～
1
時
4
5
分

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
2
0
分
～
2
時
3
0
分

東
下
組
小
学
校

※
保
育
所
・
幼
稚
園
に
通
園
さ
れ
て
い
る
児
は
、

　
り
配
布
さ
れ
る
日
程
で
接
種
く
だ
さ
い
。

※
母
子
手
帳
・
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
。

※
5
月
の
日
程
は
四
月
二
十
五
日
号
を
。

年
度
内
に
満
四
十
五
歳
に
な
る
人

（
昭
和
十
三
年
四
月
二
日
～
十
四
年

四
月
一
日
に
生
ま
れ
た
人
）
　
②
国

保
加
入
後
一
年
以
上
経
過
し
、
保
険

料
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

申
請
期
間
　
五
月
十
日
～
二
十
一
日

実
施
予
定
時
期
　
七
月
中

実
施
医
療
機
関
　
①
新
潟
県
健
康
管

理
協
会
（
新
潟
市
）
　
②
新
潟
県
労

働
衛
生
医
学
協
会
小
出
検
診
セ
ン
タ

i
（
小
出
町
）
の
ど
ち
ら
か
希
望
す

る
と
こ
ろ

検
診
費
用
と
自
己
負
担
額
　
①
健
康

管
理
協
会
…
…
男
子
二
万
六
千
円

（
自
己
負
担
額
は
七
千
八
百
円
）

女
子
二
万
八
千
円
（
自
己
負
担
額
は

八
千
四
百
円
）
　
②
労
働
衛
生
医
学

協
会
…
…
男
女
共
二
万
八
千
円
（
自

己
負
担
額
は
八
千
四
百
円
）

　
※
健
康
管
理
協
会
と
労
働
衛
生
医

学
協
会
で
は
、
検
査
項
目
、
検
査
内

容
が
若
干
異
な
り
ま
す
。
　
ま
た
、

人
数
の
関
係
で
受
診
す
る
医
療
機
関
、

の
変
更
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
該
当
者
に
は
通
知
と
申
請

の
用
紙
を
送
り
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
期
間
中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
せ
は
保
健
衛
生
課
国
保

係
（
盈
七
－
三
二
一
番
内
線
五
〇

四
・
五
〇
五
）
へ
。

軽
自
動
．
車
税
領
収
書

　
　
　
は
　
炎
　
切
　
に

　
　
　
1
車
検
用
に
泌
要
－

　
軽
自
動
車
税
の
納
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

　
「
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
兼
領

収
書
」
は
、
五
月
中
旬
に
皆
さ
ん
の
と

こ
ろ
へ
発
送
し
ま
す
が
、
こ
の
用
紙

に
は
、
車
検
用
と
し
て
必
要
な
「
軽

自
動
車
税
納
税
証
明
書
」
も
、
い
っ

し
ょ
に
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。

　
領
収
日
付
印
が
押
さ
れ
れ
ば
、
そ
．

の
ま
ま
車
検
用
の
納
税
証
明
書
と
し

て
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
車
検
の
該
当
に
な
る
車
種

は
軽
四
輪
車
、
小
型
二
輪
車
（
二
百

五
十
C
C
を
超
え
る
も
の
）
で
す
。

胸
部
脚
ン
冴
撮
影
・
循
環
器
健
診
日
程

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
五
月
十
三
日
働
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
仙
之
山
、
平
、
漉
野
、

塩
野
、
願
入
　
▼
五
月
十
七
日
㈹
、

午
前
八
時
半
～
正
午
　
昭
和
町
四
、

検
診
月
日

検
診
時
間

検
診
会
場

対
　
象
　
地
　
区

5
月
3
1
日
㈹

午
些
剛
9
時
1
5
分

～
午
ル
削
1
0
時
3
0
分

市
之
沢
作
業
場

市
之
沢

午
品
剛
n
時

～
午
』
削
H
時
4
5
分

三
ッ
山
分
校

三
ッ
山

午
後
－
時
3
0
分

～
午
後
3
時

新
水
克
雪
セ
ン
タ
ー

新
水
・
蕨
平
・
上
田
原

6
月
1
日
㈱

午
些
則
1
0
時

～
午
些
削
n
時

飛
二
小
学
校

山
新
田
・
｛
干
田
ヶ
沢

中
条
菅
沼
・
小
貫

午
後
－
時

～
午
後
2
時

枯
木
又
分
校

東
枯
木
又
・
西
枯
木
又

6
月
2
日
㈱

午
辿
剛
9
時
3
0
分

～
午
越
則
n
時

飛
一
小
学
校

宣
那
勝
・
轟
木
・
焼
野

色
船
之
田
川

午
後
－
時
～

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

太
子
堂
・
塚
田
・
中
条
八
幡

下
町

6
月
3
日
㈹

午
茜
剛
9
時
3
0
分

～
午
甚
則
n
時
3
0
分

中
条
公
民
館

旭
ヶ
丘
・
中
町
・
背
戸

午
後
－
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

上
原
・
上
原
新
町
・
上
町

※
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
。

※
循
環
器
健
診
の
受
診
者
は
百
円
ご
持
参
下
さ
い
。

後
日
保
育
所
・
幼
稚
園
よ

リソナ函マシ研

みの

稲
荷
町
一
、
西
浦
東
の
各
一
部
、
西

浦
西
の
全
部
　
▼
五
月
十
八
日
㈲

午
前
九
時
～
午
後
一
時
　
山
本
一
、

山
本
三
、
山
本
四
、
川
治
下
町
一
、

川
治
下
町
三
、
妻
有
町
東
一
の
各
一

部
、
山
本
二
、
川
治
下
町
二
、
関
根

一
、
関
根
二
、
浅
之
平
、
笹
之
沢
、

池
之
平
、
孕
石
、
落
之
水
、
椌
木
、

長
里
の
全
部
　
▼
五
月
十
九
日
㈲

ン（禽

盈Ω

話m

　
・
》

　
　
鑑

姪
『
　
，

艶ヲ、　
　
。
o

ooL一→
、㍉oo♀

。。

皿

鋸

　
、
｝
一
）
φ
伝

　
　
　
砺
歳

　
　
　
　
　
・
、

　
　
o
　
“
e
、
ミ

最
近
φ

若
い
も
幻
は

み
に
あ
ω
巾
く

ザ
ワ
多
z
ヒ
を

何
と
t
恩
．
乞

肩
ん
の
惨
な

こ
言
．
L
も
の
t
，
．

ま
っ
荘
＜
1
．

少
レ
鳳
近
所
ん
塚
φ

二
と
t
考
Σ
荘
巧

9
う
琢
に
B

群

、

8
畏
近
め
　
。

刀
ー
室
σ
，
．

っ
吹
ζ
5
　
鰻
，

0
“
，
～
δ
次
≧

　
　
　
ど
ワ

　
　
畦
‘
・
　
∪
　
－

0　
ユ
　
つ
へ

o
．
Q
　
　
、
・
　
　
＾

　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
し

蕪
鴬
郵
・

訟
覆
餅
．

　
　
　
　
～
ん
ワ
、
　
≠

中
条
菅
沼
、
宇
田
ヶ
沢
、
山
新
田
、

小
貰
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又
の
全

部
　
▼
六
月
三
日
㈹
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
珠
川
の
全
部

　
　
　
　
　
　
　
、
匙

審
ヒ
ガ
2
　
齢

う

耽
ノ

ー
　
孕

　
○
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
下

水
道
処
理
場
が
あ
い
つ
い
で
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
．
二
＋
数
億
と
百
億
円
雅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

余
を
か
け
た
大
事
業
で
す
．
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
こ
の
施
設
を
ど
う
有
効
に
活
用
す
2
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

る
か
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
投
資
　
”

が
生
き
も
し
死
に
も
し
ま
す
。
施
設
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯

づ
く
り
は
あ
る
面
で
は
簡
単
と
も
い
世

え
ま
す
が
、
こ
れ
を
ど
う
活
か
す
か
／

に
最
大
限
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
■

＊
ク
・
ス
鍵
工
記
念
番
組
放
送
案
奥
認
盛
万
裟
製
マ
衆
り
鶏
準
貿
55
面
壁
簾
鵬
窮
属
朧
叫
ヤ
ン
ピ
オ
ン
”

計人ロ…48，439人（男23，663人・女24，776人）※基本台帳人口48，963人（5月1日現在）


